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女子大学生の友人関係と依存性が心理的適応感に与える影響
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Effects of friendship and dependence in female university students on 
their feeling of psychological adaptation
Kanako ITO and Keiko UKAI
Friendships of contemporary adolescents have been weakening. This study examined the conditions of 
friendship and dependence in contemporary adolescents and its effects on their feelings of psychological 
adaptation. In general, girls are considered to have a higher interest in friendships than boys. Therefore, a 
questionnaire was administered to female university students (N ＝ 322). The results indicated that participants 
having internal relationships with their close friends and a high tendency for adaptive dependence had high 
feelings of psychological adaptation. On the other hand, participants having superficial relationships with their 
friends and a high tendency for adaptive dependence had low feelings of psychological adaptation. Moreover, 
the ability to maintain internal and superficial relationships and have high adaptive dependence was correlated 
with high psychological adaptation. The above results suggest that contemporary female university students 
use internal and superficial relationships depending on the person and adapt themselves to their environment. 
It is also suggested that the development of dependence in the direction of independence is important for 
adaptively developing friendships.
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Ⅰ  内面的関係 α＝ .90
29　何でも話し合うことができる .77 －.09 
12　互いに励まし合うことができる .75 .13 
 4　まじめな話ができる .72 .08 
23　相手にいつも関心を持つことができる .70 .09 
 9　自分のことをよくわかってくれる .67 －.10 
24　いろいろな面で刺激を与えてくれる .66 .16 
 7　隠し事をしなくてもよい .65 －.23 
19　互いに尊敬し合うことができる .64 .03 
22　嫌なことや悲しいことがあった時になぐさめてくれる .62 .10 
 6　共通の思い出をたくさん作る .62 .17 
18　いつも自分に関心を持っていてくれる .58 －.28 
18　いつも自分に関心を持っていてくれる .58 .01 
11　自分の知らないことを教えてくれる .52 .18 
17　自分の嫌なところを見せることができる .48 －.34 
14　考え方や感じ方が似ている .40 .05 
Ⅱ 表面的関係 α＝ .80
15　相手と意見が対立しないように気をつける －.29 .65 
 5　相手をがっかりさせないよう気をつける .10 .64 
13　相手に傷つけられないようにふるまう －.11 .61 
25　相手に心配かけないように気をつける .06 .57 
28　相手を傷つけないようにする .29 .56 
26　楽しい雰囲気になるようにふるまう .10 .56 
10　相手の気持ちに気を遣う .24 .53 
 2　相手にどう見られているか気にする －.25 .50 
 8　相手の内面に土足で踏み込まないようにする －.02 .46 


































Ⅰ  内面的関係 α＝ .88
 9　自分のことをよくわかってくれる .76 －.13 
29　何でも話し合うことができる .72 －.20 
12　互いに励まし合うことができる .72 .23 
 4　まじめな話ができる .69 －.05 
23　相手にいつも関心を持つことができる .68 .13 
 7　隠し事をしなくてもよい .16 －.22 
19　互いに尊敬し合うことができる .64 .16 
 1　自分の率直な感情・態度を示すことができる .64 －.21 
22　嫌なことや悲しいことがあった時なぐさめてくれる .60 .22 
24　いろいろな面で刺激を与えてくれる .60 .28 
17　自分の嫌なところを見せることができる .59 －.24 
 6　共通の思い出をたくさん作る .59 .16 
18　いつも自分に関心を持っていてくれる .59 －.07 
14　考え方や感じ方が似ている .56 .02 
16　あたりさわりのない会話ですませる －.50 .39 
 3　趣味や好みが一致している .41 .05 
11　自分の知らないことを教えてくれる .40 .12 
Ⅱ 表面的関係 α＝ .85
28　相手を傷つけないようにする .14 .72 
10　相手の気持ちに気を遣う .07 .69 
 5　相手をがっかりさせないよう気をつける .10 .66 
26　楽しい雰囲気になるようにふるまう .11 .65 
25　相手に心配かけないように気をつける .15 .61 
15　相手と意見が対立しないように気をつける －.12 .61 
 2　相手にどう見られているか気にする －.09 .59 
13　相手に傷つけられないようにふるまう .02 .56 
27　自分の内面に踏み込まれないように気をつける －.10 .50 
 8　相手の内面に土足で踏み込まないようにする －.15 .50

















た （Table 4）。その結果、親友・内面的関係 （r
＝ .31, p<.01）、 友 人・ 内 面 的 関 係 （r＝ .26, 
p<.01）、統合された依存 （r＝ .45, p<.01）は本来
感との間で、弱い正の相関がみられた。また、親
友・表面的関係 （r＝-.16, p<.01）、友人・表面







項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ  　依存の拒否　α＝ .88
　22　誰かに頼る立場になると落ち着かない。 .73 －.01 .07 
　13　安心して人の世話になれない方だ。 .71 .00 .11 
　19　人の世話になるのは恥ずかしいと思う。 .70 .03 －.13 
　18　どんなに困った時でも、人に頼らない方だ。 .69 －.22 .09 
　30　自分のことは、どんなことがあっても自分一人でしないと気がすまない。 .68 －.08 .05 
　29　親しい間柄の人にでも、甘えることのない方だ。 .63 －.02 －.10 
　 3　自分のために，人に何かやってもらうのは苦手だ。 .62 －.09 .09 
　25　友達には、絶対借りを作りたくない。 .57 .16 －.03 
　 6　人に頼み事をするのはどんな時でも非常な決心がいる。 .57 .20 －.01 
　14　恩返しできないなら人に援助を求めるのためらわれる。 .55 .06 .12 
　26　自分のことを誰かに相談するのは、何か不安である。 .53 .07 －.27 
　34　好意を示されると、とまどうことが多い。 .40 .09 －.09 
Ⅱ　依存欲求　α＝ .85
　20　何かにつけて、誰かに味方になってもらいたい。 .04 .75 －.13 
　36　何か迷っているときには、誰かに「これでいいですか」と聞きたい。 .11 .70 －.08 
　38　困っている時や悲しい時には、誰かに気持ちをわかってもらいたい。 －.09 .67 －.01 
　33　重要な決心をする時は、いつも、人の意見が聞きたい。 .08 .63 .00 
　12　何かする時には、誰かに気を配って励ましてもらいたい。 .10 .61 .04 
　 2　病気のときや，ゆううつな時には，誰かに同情してもらいたい。 －.19 .59 －.04 
　23　一人で決心がつきかねる時には、誰かの意見に従いたい。 .09 .55 －.22 
　28　人から「元気ですか」などと気を配ってもらいたい。 .09 .51 .06 
　32　できることなら、いつも誰かと一緒にいたい。 .05 .46 .14 
　 5　むずかしい仕事をする時には，できたら誰かと一緒にしたい。 －.08 .43 .09 
　 8　できることなら、どこへ行くにも誰かと一緒に行きたい。 .03 .41 .07 
　24　最後は自分で決めるにせよ、困った時には、信頼できる人の意見も求めてみる。 －.21 .39 .21 
17　悪い知らせ、悲しい知らせなどを受け取る場合には、誰かに一緒にいてもらいたい。 －.01 .36 .22 
Ⅲ　統合された依存　α＝ .85
　37　心のささえになってくれる人がいる。 －.04 －.01 .78 
　15　自分を見守ってくれるように思う人がいるので、大事な場面も切り抜けられる。 .09 －.08 .77 
　 7　思い出すだけで、心が安らかになる人がいるような人がいるので、落ち着いていられる。 .14 .04 .73 
　35　私がどんなことをしようと理解してくれる、と思う人がいる。 －.04 －.07 .72 
　 4　自分の信頼できる人がいるので安心だ。 －.06 －.19 .70 
　10　誰かのことを思いうかべて、元気を出すことがある。 .26 .13 .57 
　39　自分と相手の立場を尊重しつつ、必要な時にはうまく頼ったり頼られたりする方だ。 －.12 .10 .44 
　27　人は、ささえ合って生きていくものだと感じる。 －.07 .26 .43 
　31　あの人になら少々無理を言ってもいい、と思う人がいる。 －.10 .09 .40 
　 1　うれしいこと、楽しいことは、まず誰かに報告したい。 －.04 .34 .36 
因子間相関 　Ⅰ Ⅱ Ⅲ






















M＝3.44、SD＝0.57） よ り は 有 意 に 高 か っ








Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
Ⅰ　親友・内面的関係 －  .06  .42**   .25**  －.13*   .26**   .61**   .31**
Ⅱ　親友・表面的関係 －   .20**   .51**   .24**   .32**   .06  －.16**
Ⅲ　友人・内面的関係 －   .10   .00   .19**   .31**   .26**
Ⅳ　友人・表面的関係 －   .21**   .25**   .14*  －.15**
Ⅴ　依存の拒否 －  －.42  －.12*  －.19**
Ⅵ　依存欲求   .37**  －.13*






親友・内面的関係  .17†  .15*
親友・表面的関係 －.12 －.15*
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